
8. 根固工・捨石工 

8-1



8-2



8.根固工・捨石工 

8.1 総則 

総説 

本章は、東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震・津波対策として整備する根固工・捨石工を設計

する上での具体的な技術的事項についてとりまとめたものである。

本マニュアルに記載がない事項については、関連基準や参考資料に準拠するものとする。
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機能と構造 

根固工は、波浪や洪水による施設前面の洗堀を防止して、被覆工又は基礎工を防護したり、すべ

りを防止するために設けられるものである。

解説

根固は、通常、表のり被覆工、又は基礎工の前面に設けられるもので、波浪による前面の洗掘

を防止して被覆工、又は基礎工を防護するものである。根固工は、表のり被覆工ののり先、又は

基礎工の前面に接続して設ける必要があり、単独に沈下、屈とうできるように被覆工や基礎工と

絶縁された構造とする。

根固工の設計にあたっては、波浪や洪水に対して安定した構造と材質をもち、かつ適正な規模

となるよう考慮するものとする。また、堤体の滑動を防止するために設けられた根固工には，十

分な敷幅と重量をもたせるものとする。

根固工の目的及び機能の面から考えて、捨石、又はコンクリートブロック根固工は、材料の入

手が容易で、施工も簡単でありしかも屈とう性に富むことから、従来最も多く用いられている工

法である。

なお、根固工は，堤防だけでなく施工における仮設工（捨石，矢板の前面海底地盤）の安定性確

保にも適用可能である。ただし、仮設工として用いる場合、潮位や波高は「１１．仮設工」に準拠

するものとする。

「海岸保全施設の技術上の基準・同解説 平成 16年 6月」、「改訂 護岸の力学設計法 平成 19年
11月」による。

図 8.1.1.1 根固工の種類 

出典：「海岸保全施設の技術上の基準・同解説 平成16年6月」
p2-48～51 
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外力は、海岸保全区域に設置する場合には高潮（波浪）とする。

河川区域（高潮対策区間含む）に設置する場合は、高潮（波浪）もしくは洪水時の流体力とする。

解説

海岸保全区域に設置される根固工・捨石工については、計画高潮位を用いるものとし、沖波の発

生確率は 30年とする。なお、潮位と波向は、「2.6.2 高潮（計画高潮位）と高潮による波圧」を参
照のこと。

河川区域に設置される根固工・捨石工については、高潮（波浪）と洪水時の流耐力のいずれか卓

越する方を外力として設定すること。なお、洪水に対して設ける根固工・捨石工については、「改

訂 護岸の力学設計法 平成 19年 11月」に準じて流体力に基づいて設計する。

設計フローチャート 

設計は、以下のフロ－に従い行うものとする。

図 8.1.2 設計フローチャート 
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8.2 設計波・流体力の算出 

設計波（高潮の波浪）の算出 

(1) 外力 

設計に用いる外力は、「宮城県における計画波浪・計画潮位概要書」による。

解説 

計画高潮位を用いるものとし、沖波の発生確率は 30年とする。
潮位と波向は、「2.6.2 高潮（計画高潮位）と高潮による波圧」を参照のこと。

(2) 設計波 

設計波は、施設ののり先位置の水深における波高（HD）を用いる。

解説 

根固工・捨石工ののり先水深は、一般的には、計画波高の砕波水深よりも浅くなることから、

根固工・捨石工の設計波は、砕波後の波高を用いるものとする。

流体力の算出 

流れによる流体力は、計画高水位に基づいて算出するものとする。

解説 

流れによって重量を算出する場合には、計画高水位を対象にエネルギー勾配を用いたマニング

式から算出することを基本とする。跳水などの発生が予想される場合には、別途考慮するものと

する。

算定方法の詳細は、「改訂 護岸の力学設計法 平成 19年 11月（p34～49）」に準ずる。
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8.3 構造設計 

高潮に対する構造 

(1) 必要重量の算定 

材料は、波浪等の作用に対して十分重量を確保するものとして、原則ハドソン式により算定す

るものとする。

解説 

算定式としては、ハドソン式と、ファン・デル・メーヤ式がある。「災害手帳」や「災害復旧

工事の設計要領」などでは、前者を推奨していることから、ハドソン式を用いることとしている。

ファン・デル・メーヤ式は、構造物や波の特性に応じたも算定式であるため、両方を比較して

重い方を用いても良いものとする。

捨石マウンド水平部の深さが－1.5H1/3以深となる場合の安定数（Ns）の算出には、ブレブナ
ー・ドネリー式や高橋らによる拡張谷本式を用い、安全側となる方を採用する。（「海岸保全施

設の技術上の基準・同解説 平成 16年 6月(p2-51~53)」）
傾斜堤（傾斜式矢板併用）の矢板前面に用いる被覆材として、根固工（ブロック）を使用する

場合には、既設ブロックの被災状況を鑑み 2.0t型としても良い。
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図 8.3.1 重量算定式の例 

出典：「海岸保全施設の技術上の基準・同解説 平成 16年 6月」
p2-48～51 
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図 8.3.1 重量算定式の例 

出典：「海岸保全施設の技術上の基準・同解説 平成 16年 6月」
p2-48～51 
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(2) 断面形状（敷設幅・敷設高） 

捨石の場合には、敷設幅 2～5m、敷設高 1m以上とする。
ブロックの場合には、敷設幅（天端）2個並び以上、敷設高 2層以上とする。

解説 

根固め工の機能を確保するための断面形状については、明確な設計法が確立されていないの

で、既往の経験の積み重ねによって検討する必要がある。

なお、傾斜堤（傾斜式矢板併用）の海側（川側）の矢板前面に設けられる基礎捨石被覆ブロッ

クの敷設高は、既設ブロックの被災状況と図 8.3.2の表面被覆との扱いから 1層でも良い。

「海岸保全施設の技術上の基準・同解説 平成 16年 6月」による。

図 8.3.2 根固工の種類 

出典：「改訂新版 河川砂防技術基準(案)設計編Ⅱ 平成9年10月」
p173 
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洪水に対する構造 

(1) 必要重量の算定 

根固工は、計画高水流量以下の流体力に対し安定を保つことが出来る重量を確保することがで

きるように算定する。

解説 

重量は、「8.3.1 高潮に対する構造」と整合を図ったものとする。

「改訂 護岸の力学設計法 平成 19年 11月」による。

表 8.3.1 洪水に対する構造設計を対象にした構造モデル 

出典：「改訂 護岸の力学設計法 平成 19年 11月」p101 

8-11



(2) 断面形状（敷設幅） 

基礎工前面の河床が低下しないよう十分な幅を配置する。

解説 

設置される施設によって異なるが、「滑動・めくれモデル」の根固工（ブロック層積）の場合

には、ブロック 1列もしくは 2m程度以上の幅と河床低下を考慮した幅を見込むこととする。

出典：「改訂 護岸の力学設計法 平成 19年 11月」p106 

「改訂 護岸の力学設計法 平成 19年 11月」による
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